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福岡県学童保育連絡協議会（以下、福岡県連協）に加盟してくださっている 

クラブ・個人・賛助会員の皆様、働きながらの子育てを頑張っておられる保護者の 

皆様、そして支援員の皆様、皆様が共に協力し合い、日頃よりご尽力してくださっていることに感謝し、

合わせて県連協へのご理解ご協力ありがとうございます。今年も皆様と共に学童保育施策の拡充に向けて

活動していく所存です。 

   

 

 

 

 

 

 

実行委員２１名の知恵を結集して、メインテーマと記念公演の講師選定と分科会の大まか

なテーマと講師について議論しあい決定しました。 

記念公演を決める時に出た意見として… 

・今話題になっている支援員不足から『すきまバイト』など、今、支援員の仕事が問われているのでは？ 支援

員が誇りをもって働けるような事、学童の仕事ってなに？保護者にも学童を理解してもらいたい。 

・ＮＨＫの朝ドラ「虎に翼」今の日本社会の中で日本に初めて女性の裁判官が出てくる話し。ジェンダー問題、

日本社会のゆがんだ問題、格差問題を語れる人  

・支援員が自分の仕事に誇りをもって働けるように、保護者と共に連携しあって育成支援することの大切さを

話してくれる人  

・支援員に対しての保護者の風当たりが強くカスハラのような状況がある。支援員が安心して働ける環境にな

る為にも保護者と信頼関係をもって連携しあって育成支援、子育てができる環境づくりと理解を！ 

・保護者の子育てしながら働く大変さ、それを支える支援員の大変さも共に理解しあって子育てしあうことが

大切 

・支援員は大変な思いをして学童の子どもたちを守っているのかを理解してもらいたい 

・コロナ禍により保護者の子育て観も変化。それに伴い子どもの身体の変化、子どもの SOS を感じる。それに

気づくことや育成支援することが重要。 

・子どもの声、子どもがおかれている状況、今子どもたちを取り巻く状況を知ることの大切さ…早瀬昇氏。 

・子どもの人権 

・子育てしにくくなっている日本社会でどう子育てを支えるのか？ 

・保護者会の学習会でマルトリートメント（虐待）の学習会を行ったが、虐待を受けた子どもの脳のメカニズム 

・日本版ＤＢＳ問題も…常に被害者は子ども… 

たくさんの意見が出た中、議論した結果 
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2024 年度 

第 42 回福岡県学童保育研究集会の実行委員会

を開催しました！ 

2024 年 9 月 23 日 
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＜記念講演＞ 

   講師：山川美江子氏（山形県連協、放課後児童支援員） 

  

＜分科会＞ 

・子どもの身体と心・SOS         （北九州ブロック） 

・支援員の仕事と役割           （北九州ブロック） 

・子どもの権利条約            （筑豊ブロック） 

・支援の必要な子と学童保育の生活／交流  （筑豊ブロック） 

・しゃべり場／交流            （福岡ブロック 

・ワールドカフェ／交流          （福岡ブロック） 

・学童保育の運営を考える・企業参入    （筑後ブロック） 

・防災教室                （筑後ブロック） 

上記を分科会の柱とし、各ブロックは講師依頼、講師と内容を検討し決定していきます。 

次回実行委員会は 10/21(月)にオンラインにて開催します。多くの参加があると、議論が活性化しま

す。奮ってご参加下さい！                     （文責：実行委員長 松永） 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加地域：うきは市、大川市、大木町、直方市、大刀洗町、柳川市、朝倉市、県連役員 

 

県連事務局長の森元さんからテーマごとに助言をいただきながら、それぞれの立場（支援

員・運営者）からの現状の報告・思い・悩み等、活発な意見の交流がなされました。 

① 安全計画などについて 

安全計画書はどの学童も作成され、避難訓練など計画書に基づいて実施されているよう

です。研修会の実施は何ヶ所かが計画通り進められていないとの報告があり、研修会終了

後のレポートも実施主体への提出が義務付けられているところもあれば、提出は主任まで

で良い…と、対応に大きな差がありました。 

② 人員不足 

多くの学童が支援員の高齢化や人員不足の問題を抱えているようです。そんな中、近隣

の高校や大学にアルバイトの募集をしたところ、沢山の応募があり反省点もあるが支援員

の活力に繋がった…とのうれしい報告もありました。 

逆に、民間企業が運営する学童では、夏休みの人員不足解消のため最近流行のスキマバ  

イトアプリで募集して採用し、主任が大変苦労していたとの報告があり、出席者一同から

 筑後地区交流会 

2024 年 9 月 8 日    筑後ブロック 

メインテーマ：共に子どもを育てよう 

～学童保育だからできること～ 

 

記念講演 

講師決定‼ 

指導員歴 

45 年‼ 



3 

心配の声が上がりました。この件に関しては、県連も注視し、県との懇談会の中でも報告し

ていきます。 

③ 外部研修参加の手当、費用負担 

ほとんどの学童で、参加費・交通費・時給（休日出勤）などの手当は支払われているよ

うです。ただ手当が充実していても、扶養範囲内で働いている方には１０３万･１３０万の

壁があり、研修会に参加できないという状況にあることも分かりました。 

より問題に感じたのは、民間企業が運営する学童では「内部研修がしっかりしているか  

ら」という理由で、外部研修参加の手当や費用などは一切出ないそうで、外部研修に参加  

する支援員がいない状況のようです。 

 

以上、交流内容のごく一部ですが、まだまだ学童保育には問題が山積しています。 

これらの問題点を県連から国・県・各市町村に報告し、学童保育施策の量的・質的な拡充の

ための働きかけを継続していきます！ 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 9月 20日（金）、宗像市吉武地区コミュニティ・センターにて、今年度第 2回のし

ゃべり場 in宗像を開催しました。 

今回はケガで来れなくなったり、会議等と重なってしまったりで、13名の参加となりまし

た。しかし、13 名のうち初めて参加してくださった方が 4 名いて、「しゃべり場」の輪が広

がっているのを感じています。 

今回は、6 月 9 日に福岡で、9 月 15 日に熊本で開催された全国指導員学校での分科会「し

ゃべり場 in九州」の報告をしたあとにお喋りしました。 

 夏休みのこと、子どものこと、子ども同士のトラブルのこと、運営のこと等様々な話題で、

休憩中も止まらず盛り上がりました。 

 アンケートの中には、他の地域の学童のことが聞けて参考になった。新しい視点に気づく

ことができた。等と書いてくださっていました。 

 次回は 2025 年 1 月 24 日（金）を予定しています。支援員同士楽しくおしゃべりしましょう。ご

参加お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 今年が 10年目となる出前研修！毎年数カ所の市町から依頼が来て実施しています。今年度

は現在まで６市町から９講座実施しています。 

久留米市からは①仕事と役割・③保護者や関係機関との連携・④リスクマネジメントの 3

講座、うきは市からは②子どもの権利と学童保育、大木町からは⑤子ども理解と実践検討と

出前研修報告！！ 

現在６市町から 8 講座依頼！！ 

第 2 回 しゃべり場 in 宗像 

2024 年 9 月 20 日  福岡ブロック 
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記録・②権利と倫理、小郡市からは④リスクマネジメント、宗像市赤間小学童からは④リス

クマネジメント、嘉麻市からは⑥あそび 

 うきは市、大木町、久留米市、赤間小学童など毎年依頼してくださるところもあり、支援

員の資質向上につながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＼注目／参加申し込み期日に間に合わなかった方々へ！ 

【第 59回全国研】倉敷市民会館・川崎医療福祉大学限定！ 当日参加受け付けます。 

◎事前申し込みの時点で定員に達している分科会には参加できません 

◎参加できる分科会は、【10 月 25 日以降】全国研特設サイトにてご案内します 

 http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d59/ 

この件についてのお問い合わせは、全国連協事務所までご連絡ください。ＴＥＬ：03-3813-0477 

2024年 11月 16日（土）～17日（日）はみんなで岡山に Go！！ 

参加しよう！！「第 59回全国研 in岡山」へ 

岡山の成功を・・・ 

つなげよう！！「第 60回全国研 in福岡」へ 

「第 59回全国研 in岡山」の成功を「第 60回全国研 in福岡」につなげます！ 

岡山県現地参加のみんなで、in福岡をアピールしましょう！！ 

アピールのための横断幕とかぶりもの（何かは当日のお楽しみ♡）、そしてスタッフ T シャツを

只今準備中です。 

 

 

 

 

 

 

 重要事項がたくさん盛り込まれています。ご確認ください 

 ・こども家庭庁こども家庭審議会「こどもの居場所部会（第 15 回）開催 

 ・放課後児童クラブ運営指針の改定案が示される 

 ・「子ども性暴力防止法」について全国連事務所訪問 

 ・「企業運営の学童保育を考える検討会」取り組み、実態把握 

 ・こども家庭庁、令和 7 年度予算概要 

 ・全国研㏌ 岡山に向けて 

全国連ニュース№１０ 発信されています！ 

                 2024 年 10 月 8 日 

第 59回全国研 in岡山に 

行こう！！ 

http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d59/


5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたも購読してみませんか？ 

＜月刊＞日本の学童保育 3万 3000人が読んでる 唯一の学童保育月刊誌‼ 

 ●一冊 391 円（定価。定期購読の場合は 390 円）で子育ての知恵がいっぱい 

 ●ご注文は福岡県学童保育連絡協議会まで      093-662-6000 メール gakuhoren@fukuoka-gkd.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜加盟案内＞のアプローチをお願いいたします。 

 

  加盟案内チラシを送りました。加盟者を増やすことで、福岡県連協の認知理解が広

がり自治体への働きかけはより強化されます。是非、近隣の未加盟クラブや運営者に

働きかけて加盟を増やしてください。 個人や賛助会員でも加入できます。是非、地方

議員に働きかけ学童保育の拡充に活用しましょう。よろしくお願いします。 

 

 加盟して下さる場合は県連協事務局へご連絡をくださいませ 

              県連協事務局☎番号 093-662-6000  木下まで 

≪会費納入について≫  

総会時に納入していないクラブ（個人、賛助会員）の皆様は、振り込みを

よろしくお願いいたします。                        

＝県連協事務局 木下＝ 

 

 

日本の学童保育 11月号 

【子どものひろば】P41に遠賀南学童保育クラブのすじ田りささんの投稿が載

ってます。 

日本の学童保育
11月号 


